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の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
と
も
に

生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

4
月
25
日
、
平
成

31
年
度
社
協
定

期
総
会
を
開
催
。 

 

会
長
挨
拶
の
後
、
議
長
に
小
玉
秀
生

氏
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
が
あ
り
、
平
成
31
年
度

役
員
、
事
業
計
画
案
・
予
算
案
を
審
議
。 

熱
心
な
討
議
が
あ
り
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 
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こ
も
り
が
ち
な
単
身
高
齢
者
・
高
齢
者

の
み
世
帯
が
増
加
し
、
一
方
で
は
子
育

て
に
追
わ
れ
、
地
域
で
孤
立
し
話
相
手

も
い
な
い
世
帯
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
福
祉
問
題
を
地
域
全

体
と
し
て
と
ら
え
、
皆
で
考
え
、
話
し

あ
い
、
協
力
し
て
解
決
を
図
ろ
う
と
、

各
自
治
会
か
ら
福
祉
委
員
を
選
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

そ
の
福
祉
委
員
が
民
生
児
童
委
員

と
協
力
し
て
、
何
ら
か
の
支
援
を
必
要

と
す
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
地
域
ぐ

る
み
で
支
え
合
う
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。 

地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
出
来
、
家
族
や
地
域

人
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
常
生

活
の
場
面
に
お
い
て
隣
人
同
士
が
協

力
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
補

う
助
け
合
い
の
場
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
は
家
族
や
地
域
社
会
が
持
っ
て

い
る
助
け
合
い
の
機
能
や
つ
な
が
り

等
、
地
域
の
福
祉
力
が
弱
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

そ
う
し
た
中
、
足
腰
が
弱
り
、
閉
じ

ᵶ Ε  

馬
宮
地
区
社
協
会
長 

 
 

昔
か
ら
私

た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域

で
は
、「
遠
く

の
親
戚
よ
り

近

く

の

他

岡
田 

悟 
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31 年 4 月 定期総会  

令和元年  日赤募金  

 賛助会員募集  

 理事研修会  

 広報誌「ふれあい馬宮 51 号」発行  

6 月 馬宮地区老人クラブ主催  

｢グラウンドゴルフ大会｣共催 

 

健康福祉事業  

｢健康教室＆ペットボトルボウリング

大会｣ 

 見守り推進委員会( 福祉委員委嘱式)  

 馬宮地区合同研修会  

7 月 馬宮まごころ基金  

8 月 子ども福祉体験教室  

9 月 広報誌「ふれあい馬宮 52 号」発行  

10 月 青少年育成馬宮地区会主催  

 
｢世代間ふれあい交流グラウンドゴル

フ大会｣共催 

 体育振興会主催  「馬宮地区運動会」共催  

11 月 赤い羽根共同募金  

 世代間交流ふれあい事業  

 ｢絆コンサート･イン まみや｣ 

12 月 歳末助け合い募金  

2 年 1 月 広報誌「ふれあい馬宮 53 号」発行  

 青少年育成馬宮地区会主催  

 ｢ふれあいコンサート｣共催 

2 月 世代間交流ふれあい事業  

 ｢菜の花ふれあい会｣ 

3 月 馬宮地区老人クラブ主催  

｢グラウンドゴルフ大会｣共催 

 弥生ふれあい会  

 地域福祉行動計画進行管理・推進委員会  

通  年  〇会食サービス事業｢会食のつどい｣ 

 ( 8 月は除く)  

 

〇子育て支援事業  

( 子育てサロン活動の助成)  

1～2 回/年  〇地域福祉推進委員会  

( 自治連・民児協・社協)  

 〇各支部見守り推進委員会( 研修会を含む)  

 〇包括支援事業( 福祉講演会 等)  

不定期  〇支部活動への助成  

 

5 月

丁

目

 



上記のとおり報告致します。  

平成 31 年 4 月 25 日   馬宮社会福祉協議会  会長  岡田  悟  
会計  相部  忠徳  

始
め
に 

 

岡
田
会
長
か
ら
、

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
な
ぜ

良
い
の
か
」
に
つ
い
て
講
話
を
聞

き
ま
し
た
。
優
し
い
動
作
、
簡
単

な
動
き
、
単
純
な
動
き
で
効
果
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

次
に
座
席
の
間
を
広
げ
て
、
指

扇
病
院
の
理
学
療
法
士

2

名
の

指
導
の
下
、
百
歳
体
操
を
実
際
に

や
っ
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
準
備
体

操
。
続
い
て
腕
に
重
り
を
つ
け
て

腕
の
体
操
。
ゆ
っ
く
り
動
か
す
の

が
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ
た
で

す
。
足
に
付
け
直
し
て
か
ら
椅
子

の
背
を
持
っ
て
、
足
の
体
操
。
重

り
一
個
で
や
り
ま
し
た
が
、
増
や

せ
ば
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る

と
実
感
し
ま
し
た
。 
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コミュニティコース  

12 団体 

 

サロンコース  10 団体 

 

 

12ᶧ̱ 

 

  

10ᶧ̱ 
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⑴  収 入の 部 （単位：円）  
平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日  

項 目 決 算 額 摘 要 

市交付金 (敬老会事業）  3,127,200 対象者  2606人  

市社協補助金  1,103,326  

会費・  

各種募金 

配分金  

 1,425,583  

赤い羽根共同募金  309,000 実績額の 28% 

歳末助け合い募金  437,608 実績額の 98% 

賛助会費  678,975 実績額の 55% 

手 数 料 15,600 募金事務手数料  

   

合同研修負担金  1,145,000 自治連・民児協・社協  

寄 付 金 14,525  

雑 収 入 649,526 預金利子･印刷機代繰り入れ等  

前年度繰越金  1,919,524  

合 計 9,400,284  

⑵  支 出の 部 （単位：円）  

項 目 決 算 額 摘 要 

会議費  17,860 総会資料代・会場使用料  他  

事務費  

 

 1,170,145  

通 信 費 123,536 切手･郵送代･電話代･ネット代  

備 品 費 785,756 パソコン・印刷機  

消耗品費  215,119 コ ピ ー ト ナ ー ･ 印 刷 機 イ ン ク ･ 用 紙他 

光 熱 費 24,016 事務所電気代  

ホームページ関係費  21,718 HP更新料  

修 繕 費 0  

事業費  

 2,559,825  

会食の集い  644,809 さくら草助成・会食サービス  

地域福祉事業  205,725 見 守 り ･ 支 部 活 動 ･ ｺ ﾝ ｻ ｰ ﾄ ･P B 大 会 

各種団体 (共催 ) 70,000 育成会・馬老協・体育振興会  

研 修 費 

(合同研修会 ) 
1,197,831  

広 報 費 441,460 「ふれあい馬宮」印刷代  

負 担 金 120,000 合同研修 ( 社協負担分 )  

団 体 助 成 金 342,000 まごころ基金・サロン立上げ  

敬 老 会 3,127,200  

渉外費・雑費  36,252 慶弔費  他  

操 出 金 200,000  

予 備 費 1,827,002 次年度に繰越  

合 計 9,400,284  

⑶  積 立 金 （単位： 円）  

項 目 支 出 額 摘 要 

事務機器補修等積立金  648,756 印刷機  

 

 

 



支
部
講
演
会
の
ト
リ
を
務
め
た
第
3

支
部
で
は
、
高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

ゆ
ら
ぎ
か
ら
2
名
の
女
性
理
学
療
法
士

を
講
師
に
迎
え
て
「
介
護
予
防
」
の
話
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

お
互
い
を
あ
だ
名
で
呼
び
合
い
な
が

ら
の
説
明
に
は
、
50
名
の
参
加
者
も
お

も
わ
ず
に
っ
こ
り
・
・
・ 

 

３
月

12
日(

火)

今
年
で
4
回
目
を
迎

え
る
「
弥
生
ふ
れ
あ
い
会
」
が
馬
宮
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
56
名
と
い
う

今
ま
で
に
な
い
参
加
者
で
会
場
は
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

社
協 

岡
田
会
長
の
挨
拶
と
今
日
の 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
体
操
、
漢
字
ク
イ
ズ
、
ひ
な
祭
り
の

合
唱
が
あ
り
配
膳
へ
と
進
み
ま
し
た
。 

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
さ
く
ら
草
」

の
ち
ら
し
寿
司
を
メ
イ
ン
に
し
た
手
料

理
に
参
加
者
も
大
満
足
で
し
た
。
食
後

は
絆
コ
ン
サ
ー
ト
で
お
馴
染
み
の
「
マ

痛
感
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め
に
体
操
を

始
め
た

96
歳
の
方
の
体
操
前
と
後
の 

5
メ
ー
ト
ル
歩
行
映
像
を
見
て
、
大
幅

に
改
善
し
て
い
る
様
子
に
ど
よ
め
き
が

起
こ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

百
歳
体
操
の
効
果
が
実
感
出
来
た
と

こ
ろ
で
、
実
際
に
会
場
の
皆
さ
ん
も
体

操
を
体
験
、
地
域
で
の
普
及
を
願
っ
て

講
演
会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

                                

                               

                                

                               

リ
ン
バ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ズ
」
に
よ
る
演

奏
で
最
高
潮
に
な
り
楽
し
い
時
間
が
過

ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
「
お
い
し
か
っ
た

ね
」「
ま
た
、
来
年
も
来
よ
う
ね
」
と
い

う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
ま
し
た
。 

来
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

↕

ṭ
█

 
 

 

Ẁ  

       ɱ 

6 8 ṕ Ṗ 1 30 Ṍ 

 

150 ( 65 ) /  

 

 

 

 

 

平
成
24
年
に
始
ま
っ
た
事

業
も
登
録
申
請
者
が
さ
い
た

ま
市
で
３
万
５
千
人
、
西
区
で
４
千
人

と
年
々
輪
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。 

介
護
予
防
活
動 

の
推
進
②
高
齢
者

の
地
域
交
流
等
の 

団
体
活
動
や
健
康

 

В
６
２
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６
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…
市
内
に
住
所
の
あ
る

65
歳
以
上
の
方
が
、
事
業
の
登
録
団
体

で
健
康
づ
く
り
等
の
活
動
を
行
っ
た
時

に
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
ポ
イ
ン
ト
が

一
定
以
上
貯
ま
っ
た
ら
、
奨
励
金
に
交

換
で
き
ま
す
。

…
①
高
齢
者
の
生

き
が
い
、
健
康
づ
く
り
、 

サ
ー
ク
ル
の
推
進
。
詳
し
く
は
西
区
の

一
年
生
も
そ
ろ
そ
ろ
学
校
に
慣
れ
て
き

た
頃
か
と
思
い
ま
す
。 

馬
宮
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
も
定
期

総
会
を
開
催
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
誰
に
で
も
読
み
や
す
く
、
お
役

に
立
ち
、
愛
さ
れ
る
紙
面
「
ふ
れ
あ
い
馬

宮
」
を
目
指
し
、
私
達
広
報
部
員
一
同
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
の
意
見
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

新
し
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
に
し
た
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市
の
現
状
が
伺
え
る
川
柳
が
披
露
さ

れ
、
ま
す
ま
す
介
護
予
防
の
重
要
性
を 

 


